
地場産を活かした「手づくり長屋」が、さらに集客を伸ばす

新　庄　Ｔ　Ｃ　Ｍ　㈱

【事業名と実施年度】

平成14年度 活性化対策事業 ３つの空き店舗を活用

・まちづくり啓蒙スペースとしての活用

・エコステーションの設置によるリサイクル

・商店街の情報発信

・昔の遊び・遊具製作体験、カルチャー教室

・地元農家と住民の交流スペースの設置

・語らい長屋、手づくり教室の開催等

総事業費 6,105千円

【事 業 実 施 内 容】

１．背景

平成11年12月に山形新幹線が新

庄まで延伸し、新庄を訪れる人が

格段に増加したことにより、ター

ミナルのJR新庄駅に併設する広

域交流拠点施設「ゆめりあ」には、

一日当たり4,500～7,500人の来場

者が訪れている。

しかし、「ゆめりあ」を訪れた

人が商店街までなかなか足を伸ば

さないので、駅から駅前通り商店

街、そして南・北本町商店街へと、

どのように人の流れをつくってい

くかが課題となってきた。

そこで、街区が500ｍと長い駅前通り商店街の途中にある空き店舗を活用することとなった。
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新庄TCM株式会社

山形県新庄市沖の町10－18

０２３３－２８－８３１９

（1）管内人口 ４万１千人

（1）商店街数 ２商店街

（3）空店舗率 14.9％

（2）管内商店街数 ８商店街

（2）会員数 167商店

（4）大型店空き店舗数 ２店

1．超広域型商店街　2．広域型商店街　3．地域型商店街　4．近隣型商店街

新庄駅　駅前通りマップ



この空き店舗対策事業は新庄市TMO構想の「手づくり長屋事業」として位置づけられる。平成

13年度は、駅前通り商店街の２つの空き店舗を活用して、「新庄の伝統工芸」、「手作り」、「語ら

い」というテーマから集客のイベントを展開してきた。

平成14年度はこれに加え、新たに空き店舗を活用し、「地産地消」、「環境＝エコ」という切り

口でイベントをこまめに行い、中心市街地に点在する３つの空き店舗を回遊してもらうことによ

り、商店街に滞留する時間を多くするよう試みることとなった。

２．事業内容

平成14年度空き店舗対策事業では、平成13年度から継続している「伝統工芸」「手づくり作品」

の店に加えて、新たに農業生産者やNPOとの連携をはかり、「安全安心な食品」の販売、無農薬

大豆を使った豆腐の販売をメインとした、手づくり長屋３号店を開店し事業を展開した。用意し

た空き店舗は、商店街の大型店（生協、コピア新庄店）に隣接する場所で、比較的人が流れる立

地である。

（１）手づくり長屋１号店・体験工房「機織り長屋」の運営（年間来店者数3,000人）

新製品の試作を行い、新商品のコーナーを設け展示、販売を開始。集客イベントして11月

に「かめあや感謝祭」、３月に「地域伝統織物店」「新庄まちなかひなめぐり」「まちなかギ

ャラリー」を実施した。また、機織り後継者育成教室を開催した。

（２）手づくり長屋２号店・ふれあい工房「語らい長屋」の運営（年間来店者数5,400人）

手づくり体験教室、手づくり作品の個展を開催。１号店と同様に「新庄まちなかひなめぐ

り」と「まちなかギャラリー」を実施した。

（３）手づくり長屋３号店・「奴っこ本舗」の開店、運営（来店者数11月～３月　4,200人）

北本町商店街にある空き店舗を活用し、農家グループと共に安全安心な農作物を提供する

場を開設した。まちづくり情報提供やバイオマスセンターのPRを行い交流スペースとして

活用した。またNPO団体と連携し、「絵本の読み聞かせ」、「子育て支援情報」の提供の他、

まちづくり情報コーナーを設置し、交流スペースとしての活用を行った。

（４）集客イベント

集客イベントして、３号店の開店に合わせ商店街を会場に市内中学校の販売体験・フリー

マーケット・鍋振舞を行い、にぎわいを創り出した。また、３店舗で「まちなかギャラリー」

を実施、さらに商店街の16店舗の参加を得て「新庄まちなかひなめぐり」を実施した。
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【効 果】

（１）これらの事業を行ったことで、機織り長屋の来店客は前年と比べ横這いに留まったが、

語らい長屋での来店客数は前年比２倍を超え、売上は月によって３倍を超えるときもあった。

手作り体験教室のメニューも増え、作品出店者も年度当初の３倍になり、利用者が広がり、

まちの中で「たまり場」的な存在となっている。

（２）３号店の来店者数は、１日当たり30～70人の実績をあげ、商店街周辺の住民と生産者の

つながりができつつある。

（３）子育て支援NPOに活動の場を提供したことで子供を抱える層の来店も促すことができ、

客層を広げる要因ともなった。

（４）集客イベントでは、体験学習を兼ねた中学生の参加がにぎわいを創り出し、今後のイベ

ント展開において参考となった。また、まちなかギャラリー展では、それぞれの店舗での展

示スペースの課題が残ったが、まちなかひなめぐりでは、商店街を子供、子連れの家族が歩

き回る姿を多く見かけ、効果は大きかったと思われる。

【課 題 ・ 反 省 点】

（１）新庄TCMの空き店舗対策事業の事業

費は、各々の活用スペース部分を各自負

担。スタッフについても各々が担当した。

開店がずれ込み、農産物の最盛期が過

ぎてしまったため、店内での品数が限ら

れ加工品が中心となり、地元の安心安全

な農作物を充分にPRすることができな

かった。

（２）モノを作る技術・モノを売る技術・

人を集める仕掛けが、かみ合ってうまく

事業が展開していくわけであるが、14年

度は事業の主旨が農業生産者団体の末端

のメンバーまで伝わらずにスタートし

た。今後は店のPRは勿論のこと、「地産

地消」の目的をこの事業に参加する生産

者にも明確に伝える必要性を感じた。

（３）今後、この店舗について農業生産者

団体が運営していくわけであるが、集客

策や販売方法などいろんな角度から支援

していきたい。

平成15年４月からは、地元農業者団体

が無農薬大豆で作った豆腐や農産物の販売を継続している。しかし平成15年５月に隣接する

コピア新庄店が閉店し、商店街への集客力の低下が予想される。従って来店者も減っている
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ものの、店をよりアピールすることでリピーターの確保に努めていく必要がある。また、交

流スペース部分においては「安全な食物」をキーワードに消費者との懇談会を行い、農業者

団体とのつながり保持に努める。

【教 訓】

まちづくり会社・農業生産者団体と各々の目的は必ずしも一致しないが、平成14年度は「商店

街での地産地消」と共通する部分でパートナーシップをはかり事業展開を行った。その中での役

割分担をもっと明確に整理することにより、効果は大きくなると思われた。商店街での受け入れ

体制、農業生産者の多数の参加という点で課題を残した。

今度は、住民のニーズを的確につかむことにより生産者との注文販売の可能性を探り、平成14

年度に開店した３号店を、ヒト・モノ・情報の交流スペースとして活用する場に位置づけていき

たい。

【関 連 Ｕ Ｒ Ｌ】

新庄TCM株式会社　　http://www.ndaju.co.jp/tcm/index.htm
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